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「かもしれない」で備える 交差点事故防止 北済協

・左折時に、横断歩道を渡る自転車に気付かず衝突
・青信号左折時に、同方向より直進の自転車と衝突
・信号待ちから発進する際、横断歩道手前を斜め横断する歩行者に気付かず礫過
・信号待ちで、停車中の前車へ追突
・青になり発進したが･･･前車は、まだ発進しておらず追突

交差点は、トラックで最も多い、人身事故
追突は、そのほとんどは交差点で発生

○子供の飛び出しに注意
○子供の自転車に注意

労災事故防止 ◆トラックの荷台から･･･「墜落・転落」、「挟まれ」防止◆

◆２時間ごとに、１５分休憩で 守ろう 自分の命 他人の命◆

◆ 交差点・バック事故 止まらず ◆
○ ＳＴＯＰ 交差点事故 （前方不注意と車間距離）
○ ＳＴＯＰ バック事故 （特に、構内・駐車場・現場内）

車間距離を十分にとろう 追突を未然に防止しよう

○積み下ろし作業中の、荷台からの墜落・転落に注意しましょう
○鋼材、資材の積み下ろし作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう
○ハウス、トイレの積み下ろし作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう
○敷き鉄板の積み下ろし作業時、ユニック作業に注意しましょう

構内も停止するまで、運転中

住宅地の信号のない交差点 一時停止の標識
車３台絡む事故 １人けが

◇住宅街の交差点 相手は、止まらないかもしれません・・・最徐行しましょう◇
◇見落とすな 『一時停止の標識』 確実な『一時停止』と左右の安全確認◇

２０１８／９／１２（水） １６：１３
１２日の正午頃、宮城県の市道交差点でワゴン車が、左から走ってきた乗用車に衝突され、そのはずみで近く

に停まっていた軽乗用車に衝突し、その後横転しました。この事故で横転したワゴン車を運転していた５０代の
女性が、右腕に軽いけがをしました。警察によりますと、乗用車側に一時停止の標識がありましたが、乗用車は
、一度停止した後で交差点に進入し、走ってきたワゴン車の側面に衝突したということです。警察が、乗用車を
運転していた８０代の男性に話を聞くなどして、事故の経緯を調べています。

大型トラックと左から来た自転車と出合い頭に衝突 自転車女性死亡
信号機や横断歩道のない交差点

◇見落とすな 『一時停止の標識』 確実な『一時停止』と左右の安全確認◇
◇子供・高齢車・自転車の危険な動向を予測した、「かもしれない」運転を心がけましょう◇

２０１８年０９月１１日 ２０時４７分
１１日午前１０時ごろ、長野県の県道と信号機や横断歩道のない市道の交差点で、県道を走っていた大型トラ

ックが左から来た自転車と出合い頭に衝突し、自転車に乗っていた近くに住む無職の女性が（５６）頭を強く打
って死亡しました。大型トラックを運転していた５０代の運転手の男性にけがはないということです。

交差点 右折の車にはねられ、自転車の女性大けが
救護措置をとらないまま逃げた

◇交差点の右折は・・・十分に余裕を持って、直進車・歩行者に注意し、行いましょう◇
２０１８／９／１２（水） １２：２９

４日、石川県の国道で自転車に乗っていた女性を車ではね大けがをさせ、そのまま逃走したとして、１１日、女
（２３）がひき逃げなどの疑いで逮捕されました。容疑者は交差点を右折する際に、自転車に乗って横断歩道を渡
っていた７０代の女性をはね、救護措置をとらないまま逃げた疑いが持たれています。

市職員 「焼酎飲んで、コンビニに」 酒気帯びで逮捕
基準値を超えるアルコール 信号待ち車に追突

◇違反だと･･･分かってやってる、『飲酒運転』 「飲酒運転は事故でなく犯罪」◇
２０１８／９／１（土） １５：３２

酒気帯び運転で事故を起こしたとして、警察は３１日、市職員の男（６２）を道路交通法違反（酒気帯び運転
）容疑で現行犯逮捕した。男は３１日午後８時３５分頃、和歌山県の国道で、酒を飲んで車を運転した疑い。信
号待ちで停車していたバスと乗用車に相次いで追突する事故を起こし、基準値を超えるアルコール分が検出され
た。男は「自宅で焼酎を３杯飲んだ後、コンビニに行って帰る途中だった」と供述しているという。


